
 

　　　　松 鶴 建 設 株 式 会 社

（期 間： 令和 ５ 年 ８ 月　～　令和 ６ 年 7 月 )

ＩＳＯ １４００１

30期 環境活動レポート

令和6年8月1日



　目　　　　次

１．環境方針

２．事業の概要

３．環境活動組織図

４．環境目標

６．環境への削減目標とその実績

７．環境活動計画の取組結果とその評価

８．環境関連法規等の遵守状況の確認

９．代表者による全体評価

５．環境活動計画



環  境  方  針

基  本  理  念

　松鶴建設株式会社は、自然環境の創造と保全を企業としての取組むべき経営の

重要課題と位置付け、全ての活動を通して継続的な改善を実施し、徹底して自然

環境の保全に尽力し、社会に貢献することを使命とする。

行  動  指  針

１．ＥＭＳを確立・運用し、継続的に改善する。

２．環境に関連する法規制及び当社が同意するその他の要求事項を明確にして

　　順守する。

３．環境への取り組み

(１)環境負荷の低減および汚染防止のために、以下活動項目を定める。

　　　① 省資源・省エネルギー・グリーン購入に努める。

　　　② 建設副産物の発生の抑制・再利用の促進・リサイクルの推進・適正処理

　　　　 に努める

　　　③ 油脂類の漏洩・流出防止および、海・河川汚濁の防止に努める。

　　　④ 地球温暖化の原因となる、二酸化炭素の排出量の低減に努める。

(２)より良い環境の推進に努める。

　　　① 環境にやさしい新技術を積極的に活用する。

　　　② 環境にやさしい提案・施工を実施する。

４．地域住民との密接なコミュニケーションを図り、地域の環境保全に取組む。

５．環境意識を高めるために、教育を行う。

６．環境方針を一般の人に公開する。

平成２２年 １２月 １日

松 鶴 建 設 株 式 会 社



松鶴建設株式会社

代表取締役　　川田　和人

：福岡県福岡市博多区博多駅前1丁目5番1号
：福岡県北九州市小倉南区徳力2丁目3番1号
：東京都江東区亀戸1丁目8番7号
：東京都港区港南四丁目1番10号

平成 7年 2月 16日

令和2年 6月  8日

大臣許可（特－2）第 16169号

60,000,000円

76名

土木工事業、建築工事業

　当社は、平成 7年 2月 16日に資本金6000万円にて松鶴建設株式会社を

設立し、総務部・営業部・工事部・安全環境品証部より構成され現在に至る。

　九州の本社を中心に、北九州支店、東京支社、港支店を置き、顧客である

官公庁・特殊法人より受注した物件の製品を実現する。

製品実現にあたり常に地球環境を意識し、顧客要求事項及び適用される法律・

規制要求事項を満たしつつ、環境負荷の少ない物作りを行い、顧客の信頼と

期待に応える。

「環境方針」 「環境目標」及び設立者である 松本裕信 が掲げる

「七訓」を基本理念に顧客と社会のニーズに応え、組織の充実・人材の

育成に力を入れ、顧客・社会から望まれる建設業を目標に活動する。

安全環境品証部：菅家　栄治　

安全環境品証部　

本社：福岡県福岡市博多区博多駅前1丁目5番1号

　　TEL(０９２)４１１－１５１０

本 社
北 九 州 支 店
東 京 支 社

ほ装工事、しゅんせつ工事、板金工事、ガラス工事、塗装工事、

港 支 店

土木工事、建築工事、大工工事、左官工事、とび･土工事、石工事

屋根工事、ﾀｲﾙ･れんが･ﾌﾞﾛｯｸ工事、鋼構造物工事、鉄筋工事、

解体工事

連 絡 先

沿 革 と 方 針

商 号

所 在 地

代 表 者

設 立

許可年月日番号

環境管理責任者

環境管理推進部

許 可 種 目

認 証 範 囲

防水工事、内装仕上工事、熱絶縁工事、建具工事、水道施設工事、

資 本 金

従 業 員 数

２．事業の概要
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　役割分担表

・代表者として環境経営全般について責任と権限を持つ
・環境方針を作成・見直し、従業員に周知する
・環境管理責任者、環境事務局員を任命する
・環境への取組を実施するための資源（人・もの・金）を準備する
・環境全体の取組状況に関し評価、見直しを実施する
・環境に必要なプロセスの確立・実行・維持。
・環境の実施状況及び情報の収集・改善の必要性の有無。
・顧客要求の認識と組織全体への周知。
・環境維持・改善のための外部関係者との連絡調整.
・環境委員会を年に4回(11,2,5,8月)実施し環境目標の達成状況及び環境活動計画の実行状況を
　承認する。出席者は、部門長,環境責任者とする。
・上記の結果を社長に報告する
・環境文書(環境目標指示書、環境目標実施計画書/報告書、環境関連法規等の取りまとめ、環境
　手順書、著しい環境側面一覧表、緊急事態対応管理シート、緊急事態管理シート)の承認。

・社外からの環境情報の収集と伝達を行う
・環境マニュアルの文書
・環境方針、自部門の環境目標、環境活動計画を部門全員に周知する
・環境目標達成のため、責任を持って自部門の環境活動を推進する
・自部門で発生した問題点の是正処置、予防処置を実施する
・自部門に関連する法規制等を確認し順守する
・自部門に関連する緊急事態への準備及び対応の訓練を実施する
・自部門の教育・訓練を実施する
・部門長を補佐し、環境文書及び記録類、及び基礎ﾃﾞｰﾀの作成・維持・集計・管理を行う

・現場ごとに環境負荷を把握する
・現場に係わる環境活動を責任を持って実施する
・協力会社への周知を徹底する
・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚する
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加する

全従業員

環　境
事務局

部門長

環　境
責任者

現場作業所

・環境管理責任者を補佐し、環境文書及び記録類、及び基礎ﾃﾞｰﾀの作成・維持・集計・管理を行う

役割・責任・権限

【 本　 社 】 【北九州支店】

代表者
（社長）

北九州
支店長

各作業所

環境管理
責任者

(安環品部
門長)

所　属

各作業所

安
全
環
境
品
証
担
当

営
業
担
当

総
務
担
当

環境管理
責任者

土
木
・
建
築
担
当

ＥＭＳ
責任者

総務部門長

経
理
担
当

総
務
担
当

営
業
担
当

Ｑ
・
Ｅ
事
務
局

検
査
担
当

労
務
安
全
担
当

営業部門長

積
算
担
当

安全環境品証部門長

環境 担当部署
工事部門長

－ 3 －

社　長

ＥＭＳ
責任者

会長

取締役会

ＥＭＳ
責任者

工
事
担
当

改定日　令和04年4月1日

制定日　平成23年8月1日

【 東京支社 】【港支店】

東京支社長

ＥＭＳ
責任者

【港支店】

【活動範囲】

３．環境活動組織図



　

【 １．数 値 目 標 】

主管部署

目的項目 ３０期到達点(R6.7.31) 本社 本社・支社 支店･現場 26期（R1.8.1～R2.7.31） 27期（R2.8.1～R3.7.31） 28期（R3.8.1～R4.7.31） 29期（R4.8.1～R5.7.31）

【建設廃棄物の削減】
　　混合廃棄物の削減

【過去5期実績平均の
　　　　　　　　　　2.5％削減】
土木：2.79ｔ/億円 以下
建築：4.25t/億円 以下

工事部
安環品部

工事部
安環品部
作業所

工事部
作業所

【過去5期実績平均の
　　　　　　　　　　0.5％削減】
土木：2.85ｔ/億円以下
建築：4.34t/億円以下

【過去5期実績平均の
　　　　　　　　　　 1％削減】
土木：2.83ｔ/億円以下
建築：4.32t/億円以下

【過去5期実績平均の
　　　　　　　　　　1.5％削減】
土木：2.82ｔ/億円以下
建築：4.29t/億円以下

【過去5期実績平均の
　　　　　　　　　　 2％削減】
土木：2.80ｔ/億円以下
建築：4.27t/億円以下

《過去5期実績平均：土木2.86ｔ/億円、建築4.36ｔ/億円》
環境手順書：
6.2-04「建設副産物発生抑制管理手順書」
6.2-06「工事資源・ｴﾈﾙｷﾞｰ削減管理手順書」
<全ての工事に適用>

【水質汚濁防止】
　　油脂類を漏洩させない

油流出事故
全社：0件 ・本社0件 ・支社0件

工事部
工事部
作業所

工事部
作業所

油流出事故
全社：0件 ・本社0件 ・支社0件

油流出事故
全社：0件 ・本社0件 ・支社0件

油流出事故
全社：0件 ・本社0件 ・支社0件

油流出事故
全社：0件 ・本社0件 ・支社0件

環境手順書：6.2-07「濁り発生防止管理手順書」

<河川・海上工事に適用>

【環境配慮型施工の推進】
　環境に優しい技術導入、
　低燃費・超低騒音・低振動
　の機械器具の採用

環境に配慮した工法 又は 機
械器具の採用 ： 2件以上/作業
所

工事部
工事部
営業部
作業所

工事部
作業所

環境に配慮した工法 又は
機械器具の採用 ：
             2件以上/作業所

環境に配慮した工法 又は
機械器具の採用 ：
             2件以上/作業所

環境に配慮した工法 又は
機械器具の採用 ：
             2件以上/作業所

環境に配慮した工法 又は
機械器具の採用 ：
             2件以上/作業所

<海上工事を除く全ての工事に適用>

【地域貢献活動の推進】
  周辺の清掃活動
  安全・環境PR活動

地域貢献活動 ： 2回以上/部門
（部門･･･本社・支社・作業所）

総務部
作業所

全組織 全組織

地域貢献活動 ：
　　　　　　　2回以上/ 部門

（部門･･･本社・支社・作業所）

地域貢献活動 ：
　　　　　　　2回以上/ 部門

（部門･･･本社・支社・作業所）

地域貢献活動 ：
　　　　　　　2回以上/ 部門

（部門･･･本社・支社・作業所）

地域貢献活動 ：
　　　　　　　2回以上/ 部門

（部門･･･本社・支社・作業所）

<北九州支店・港支店を除く　全ての組織に適用>

【 ２．行 動 目 標 】

【省資源・
     省エネルギーの推進】

コピー紙の裏紙使用の促進
過度な冷暖房の禁止

総務部
作業所

全組織 全組織
コピー紙の裏紙使用の促進
過度な冷暖房の禁止

コピー紙の裏紙使用の促進
過度な冷暖房の禁止

コピー紙の裏紙使用の促進
過度な冷暖房の禁止

コピー紙の裏紙使用の促進
過度な冷暖房の禁止

環境手順書：6.2-01「ｵﾌｨｽ業務における環境保全活動
手順書」　参照
※快適職場、健康面を考慮し室温を設定

【地球温暖化防止対策】
　　CO2排出量の削減

アイドリングストップの推進
低燃費機械器具の使用促進

総務部
作業所

全組織 全組織
アイドリングストップの推進
低燃費機械器具の使用促進

アイドリングストップの推進
低燃費機械器具の使用促進

アイドリングストップの推進
低燃費機械器具の使用促進

アイドリングストップの推進
低燃費機械器具の使用促進

環境手順書：6.2-02「排ガス対策管理手順書」
6.2-03「CO2排出量削減に関する管理手順書」参照

環境負荷の低減
及び汚染防止

環
　
　
境

環境負荷の低減

－　4　－

目　　　　　　　　　標

より良い環境の推進

備　　考
区
分

全社重点目標／活動項目
目的・目標項目 担当組織

環
　
　
境

４．環境目標〖5ヵ年計画〗



5-1．目 標

【 １．数 値 目 標 】

【 ２．行 動 目 標 】

　―

5項
【省資源・
     省エネルギーの推進】

　―

アイドリングストップの推進
低燃費機械器具の使用促進

コピー紙の裏紙使用の促進
過度な冷暖房の禁止

総務部/
作業所

6項
【地球温暖化防止対策】
　　CO2排出量の削減

総務部/
作業所

【環境配慮型施工の推進】
　環境に優しい技術導入、
　低燃費・超低騒音・低振動
　の機械器具の採用

4項
【地域貢献活動の推進】
  周辺の清掃活動
  安全・環境PR活動

部門長/
作業所

　油脂漏洩事故：0件

(下限値：1件以上/作業所)

工事部/
作業所

2回以上/部門

　本社・支社：期内2回以上
　作業所：
　 工期半年以内･･･1回以上
　 工期半年以上･･･2回以上

3項 　―
環境に配慮した工法
又は機械器具（低燃費・超低騒
音・超低振動等）の採用
 ： 2件以上/作業所

(下限値：1回以上/部門)

　―

(下限値：0件)

　0件

取　組　事　項 実施者 30期　目標値 過去5期実績平均

1項 【建設廃棄物の削減】
　　混合廃棄物の削減

作業所

2項
【水質汚濁防止】
　　油脂類を漏洩させない

(下限値：過去5期実績平均)

【過去5期実績平均の
　　　　　　　0.5％削減】
　土木：2.79ｔ/億円以下
　建築：4.25ｔ/億円以下

　土木：2.86ｔ/億円
　建築：4.36ｔ/億円

５．３０期 環境活動計画
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5-2．目　標　達　成　の　為　の　取　組　み　事　項

【 １．数 値 目 標　達　成　の　為　の　取　組 】

【 ２．行 動 目 標　達　成　の　為　の　取　組 】

アイドリングストップ運動の推進

排ガス対策型建設機械の使用の促進 ・施工計画書

6項

頻度 監視測定記録 備 考

【省資源・
  省エネルギー
       の推進】

実施者

全組織

重点取組事項

森林の保護：コピー紙削減に向け、裏紙使用・
　　　　　　両面印刷・電子化の推進

電気使用量削減：休み時間･残業時の不要な
　　　　　　　照明の消灯、過度な冷暖房の禁
止

取組事項

5項

毎日 ・右記取組み評価
・環境手順書：6.2-01「オフィ
ス業務における環境保全活動手
順書」参照
・事務所の形態にあった健康第
一の温度設定毎日 ・右記取組み評価

毎日
・作業安全指示書
・運転日報

・環境手順書：6.2-02「排ガス
対策管理手順書」
・6.2-03「CO2排出量削減に関す
る管理手順書」参照都度

【地球温暖化
　　防止対策】
　ＣＯ2排出量の
　削減

全組織

作業所

・総合評価提案時
・施工計画審査時

2回以上
/部門

周辺の清掃活動、地域活動への参加、安
全・環境PR活動の実施

1項

2-1
項

2-2
項

3項

4項

持込受理時および始業時点検による、不
良船舶機械の排除
（配管やオイルタンク等から油のしみ出
しや漏洩を防止）

環境負荷の低い工法の提案又は、
超低騒音、超低振動、低燃費機械器具の
採用

・総合評価提案時
・施工計画審査時

2件以上
/作業所

都度

北九州支店・港支店を除く全て
の組織に適用

備 考監視測定記録

・総合評価提案記録
・施工計画審査記録

0件 都度･毎月
・作業安全指示書
・始業時点検記録

河川・海上工事
・環境手順書：6.2-07「にごり
発生防止管理手順書」　参照

－　6 －

・実施状況

監視測定
頻 度

監視測定
基 準

重　点　取　組　事　項

分別収集の徹底・「３Ｒ」の推進
持込抑制：可能な限りユニット持込・実
寸・簡易包装による発注

ｔ/億円 都度･毎月

監視測定項目

海上工事を除く全ての工事

・管理表
・作業安全指示書

全工事
・環境手順書：6.2-04建設副産
物発生抑制管理手順書」
・6.2-06「CO2ゼロエミッション
管理手順書」参照

給油計画の作成と給油率90％
（吹きこぼし防止）

・実施状況

都度
・写真、計画書
・総合評価提案記録
・施工計画審査記録



目標値の設定：過去5年間の土木工事実績平均を　5ヵ年間で0.5％削減する。

過去5期
実績平均

26期 27期 28期 29期 30期

2.86 1.97 1.38 1.51 1.71 1.16

― 31% 52% 46% 39% 58%

目標値の設定：過去5年間の建築工事実績平均を　5ヵ年間で0.5％削減する。

過去5期
実績平均

26期 27期 28期 29期 30期

4.36 3.29 4.94 3.77 1.34 4.09

― 25% -13% 12% 69.0% 4.0%

建築（ｔ/億円）

削減率(建築)

　【29期】　建築工事混合廃棄物目標値：4.27t/億円

土木（ｔ/億円）

削減率(土木)

　【29期】　土木工事混合廃棄物目標値：2.80t/億円

１項　混合廃棄物の削減

0%
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20%

30%

40%

50%

過去5期

実績平均

26期 27期 28期 29期 30期

目標値
（0.5％削減）

31%

52%

46%

39%

58%

0%

10%

20%

30%
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50%
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70%

26期 27期 28期 29期 30期

土木工事の削減率

目標値は5ヵ年で

25%

-13%

12%

69%

4%

-20%

-10%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

26期 27期 28期 29期 30期

建築工事の削減率

目標値は5ヵ年で
（0.5％削減）

対象工事無

6．環境への削減目標とその実績
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2項　油脂類を漏洩させない

目標：油脂類流出事故 0件

3項　環境に配慮した工法・機械の採用（低燃費・超低騒音・低振動）

目標：2件以上/作業所

4項　地域貢献活動の推進（周辺の清掃活動、安全、環境PR活動）

目標：2回以上/部門

≪結果≫30期実施部門：22部門で67回実施　3回/部門≧2回以上（達成）

≪結果≫30期対象現場：8現場に対し発生0件≧0件（達成）

≪結果≫30期採用現場：17作業所で50件採用　2.9件/作業所≧2件（達成）

現場周辺の清掃活動

地域貢献活動報告

現場周辺道路の凍結防止剤散布

　《 認定証 》

本社職員による出来町公園清掃活動

現場周辺道路の除草作業

福岡市を花と緑でいっぱいにする取り組み「一人一花運動」

の一環である「おもてなし花壇」に協賛し、福岡市より認定書を頂きました。

7．環境活動計画の取組結果とその評価

- 8 -



現時点までは、環境関連法規の違反・訴訟等はありません。関係当局からの違反などの

指摘、地域からの苦情等もありません。

松鶴建設株式会社

　弊社は ISO14001：2015の新たな取組みに工夫を加え、環境方針に沿って新たな中期５ヵ年計画
を
作成し、その5年目の30期環境活動実施計画を基に活動を行ってまいりました。
 30期の活動並びに５か年の活動の成果としては、数値目標、行動目標共、概ね達成されたと評価
します。
これから始まる５ヶ年計画では、ＩＳＯロンドン宣言下、気象変動に関連する課題、温室効果ガ
スの排出削減に向けた更なる取り組みを行ってまいります。
弊社が施工する建設工事では、決められた工期内に低資源、低燃費の施行方法で構築物を作る責
務を負っています。工事の施工にあたり関係者と一体になり知恵を出し合い環境負荷低減に努め
てまいります。
　この活動が地球温暖化防止に役立てば幸いです。

　また、目標達成には工事関係者が当社の環境方針を理解し、活動を共にしてもらうことが不可
欠です。今後ともご支援ご協力の程宜しくお願い致します。

代表取締役　　川田　和人

８．環境関連法規等の遵守状況の確認

９．代表者による全体評価
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